
 

 

 

◎聴力検査でもらう、オージオグラムの見方 

 

 

 

              

 

 

 

聴力検査の後に、先生から検査の結果をもらうと思います。その中でもオージオグ

ラムは自分の聞こえの状態を知る上で大事な手がかりとなります。そこで、今回はオ

ージオグラムの見方を改めて確認したいと思います！！ 

 

低← 音の高さ（Hz） →

高 

 

 

小
←

→
大 

 

右 耳 の 平 均 聴 力 レ ベ ル の 値 で す 。

500Hzの値＋２×(1000Hzの値)＋2000Hzの値

４
 

＝
100＋２×110＋110

４
＝107.5（ｄB） 

107.5（ｄB）のように端数があるときは、 

切り上げて 108（ｄB）にします。 

AUDIOGRAM＝オージオグラム 

オージオグラムとは、聞こえた時(反

応があった時)の音量を折れ線グラ

フで表したものです。 

■補聴器をつけていない時 

○：右耳のきこえ 

×：左耳のきこえ 

○→，×→：その音できこえなかったとき 

  ⇒「スケールアウト」といいます 

■補聴器をつけている時(補聴器装用閾値) 

  右耳、左耳とも▲で表します。 

   

 

会話音域（スピーチバナナ） 

 

この中または、上に▲が 

あると、人の声がききやすい。 

 

AA-76と AA－６６D は検査機器の名前です 

現在は 

マスキングは左右

の聴力差が大きい

ときにします。 


